
｜応募のきっかけは？

　通学していた専門学校の先生に紹介され
たのがきっかけです。海洋生物保護を専攻
していましたので、離島の地域おこしに興味
がわき、応募しました。

｜どんな活動をしたいと思っていましたか？

　「海の仕事がしたい」「漁師になりたい」と
思いました。性格的にも、人と一緒に働くより、
マイペースに仕事をしたいという思いがあり
ました。

｜着任してみて、想像と違っていたことは
｜ありましたか？

島ですが、海の仕事より、島内ツアーや
町内のイベントの実施、イノシシ駆除など
山の仕事が多かったです。もっと海の仕事
をしたいという思いもありましたが、海の
仕事には制約が多く思ったようにはいきま
せんでした。

｜隊員時代の思い出を教えてください

　山菜採りをしながら島内を巡るツアーを
企画・実施しました。最初は口下手でうまく
説明できませんでしたが、ツアーを通じて、
人前で話せるようになりました。また、狩猟
免許（イノシシ）も取得しました。島の方々は
親切でマイペースに生活できていて、島の暮
らしに満足しています。

｜活動中のキーパーソンを挙げるとしたら？

　区長さんはじめ、地域の方々ですね。
　イノシシ罠の仕掛け方を教えてくれる師
匠や「ご飯を食べにおいで」と声をかけてく
れる方もおられ、ありがたいですね。

｜現在、そしてこれからについて

　イノシシの駆除や電力会社の委託業務など多業です。
相変わらず気楽にマイペースに暮らし、野菜を育て、イノシ
シ肉は自家消費しています。
　海の仕事だけで生活できるようになりたいですね。昨年
は、ひじきの品質が悪かったので棚を作るなどして品質改
善し、販売できるようにしたいです。釣り客を泊められる場
所も作れたらと考えています。

｜協力隊を目指す人や後輩に伝えたいこと

最初に抱いたビジョンを大
切にしてほしいと思います。

イノシシ罠の動作確認
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  協力隊として
｜着 任 地｜ 上関町（八島）
｜活動期間｜ 2016年8月～2019年7月
｜活動内容｜ 特産品の開発や観光情報発信、
　　　　　 島の活性化等

  現在の仕事
  害獣駆除、電力会社の委託業務など

▲隊員時代：島内ツアー

▼春の八島
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